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発表概要 背景と目的： 

脳のアミロイド陽性を予測する血液バイオマーカーは、アルツハイマー病（AD）スクリーニング

においてますます重要性が高まっている。特に、 threonine 217 のリン酸化タウ

（p-Tau217）は非常に有望なマーカーとして注目されている。本研究の目的は、Sysmex 

社の自動免疫測定装置 HISCL™-5000 を用いて測定した血漿 p-Tau217 および 

p-Tau217/Aβ42 比の性能を、SPIN コホートにおける CSF Aβ42/40 比で定義される 

Aβ 病理の予測において評価することである。 

方法： 

2013〜2022 年に Hospital de la Santa Creu i Sant Pau に登録された 199 名を解

析した。内訳は、認知機能正常 50 名、AD による MCI 49 名、非 AD の MCI 49 

名、AD 認知症 51 名である。CSF Aβ42/40 比は Lumipulse（Fujirebio-Europe）

で測定し、血漿 p-Tau217 および Aβ42 は HISCL-5000 を用いて定量した。 

結果： 

血漿 p-Tau217 と p-Tau217/Aβ42 比は、Aβ 病理をそれぞれ AUROC 0.947（95% 

CI: 0.911–0.982）および 0.954（95% CI: 0.920–0.987）で予測した。最適カットオフ

値は p-Tau217 が 0.176、比が 0.010 であり、感度と特異度はいずれも約 92% であっ

た。二重しきい値（ツー・スレッショルド）アプローチでは、感度・特異度が 95%以上、精度

が 94%以上となり、中間ゾーンは 21–23% にとどまり、判定の確実性が向上した。 



 

 

結論： 

自動免疫測定法で測定した血漿 p-Tau217 および p-Tau217/Aβ42 比は、CSF によっ

て定義される Aβ 病理の予測において 90% を超える高い精度を示した。これらの結果

は、これらの指標が AD スクリーニングおよび臨床判断に活用できる、信頼性が高く侵襲性

の低い有望なツールであることを支持する。 
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